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年会のお知らせ

2015年度日本地球化学会 
第62回年会のお知らせ（3）

主催：日本地球化学会
共催：国立大学法人横浜国立大学，日本鉱物科学会，

日本化学会，日本分析化学会， 日本地質学会，
日本質量分析学会

後援：（公財）横浜観光コンベンション・ビューロー 
（YCVB）

会期：平成27年9月16日（水）～18日（金）
会場：横浜国立大学常盤台キャンパス（教育人間科学

部講義棟6号館，7号館，懇親会は第一食堂） 
〒240‒8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台79‒2

年会サイト：http://geochem.jp/conf/2015/index.html
交通：【バス利用】　横浜駅西口から平日のみ運行の構

内乗入れバス，相鉄バス「浜10系統 横浜国大
経由横浜駅西口行き」（朝，増便あり），また
は，横浜市営バス「201系統 横浜駅西口（和
田町経由）行，329系統 横浜駅西口（松本経
由）行」で約20分「国大中央」バス停下車
（220円）。そのほか近隣の岡沢町バス停から横
浜駅西口行きのバス便あり。
*  横浜駅西口の乗り場，構内乗入れバスの時刻
表についての詳細な情報は，アクセスとキャ
ンパス案内図をご覧ください。

*  懇親会後は，会場の第一食堂前より横浜駅ま
での無料バスを運行いたします。

* 夜間集会後は臨時バスを運行します（運賃
200円，現金のみ）。

【最寄り駅から徒歩】　横浜市営地下鉄三ツ沢上
町駅から徒歩16分，または，相鉄線和田町駅
（各停のみ停車）から徒歩20分。
アクセス方法の詳細やキャンパス近隣のバス停
を通る他のバス便およびキャンパス内の地図に
ついては，次のサイトもご参照下さい。横浜国
立大学サイト：http://www.ynu.ac.jp/access/

内容：口頭発表およびポスター発表，夜間集会，ラン
チョンセミナー，学会賞記念講演，総会，懇親
会，閉会式等。口頭発表はA, B, C, D, E会場の
5会場で行います。ポスター発表は，7号館2階
のP会場，ランチョンセミナーは7号館3階の
F会場，総会・学会賞記念講演は6号館1階の
G会場，夜間集会は7号館1階のC会場，懇親

会は第一食堂，閉会式は7号館1階のC会場で
行います。関連イベントとして，9月15日（火）
にショートコース，9月19日（土）に市民講演
会を開催します。

講演セッション：特別セッション（3件），学会基盤
セッション（16件）が行われます。詳しくは
年会HPをご覧ください。 
http://geochem.jp/conf/2015/abst.html

学生発表賞：きわめて優れた口頭・ポスター発表を
行った日本地球化学会学生会員に授与します。
受賞者発表・表彰式は年会最終日の閉会式で行
います。

プログラム：以下にも掲載されております。
http://geochem.jp/conf/2015/program.html
講演要旨は8月中旬から，J-STAGE上で公開
されます。
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/geochemproc
なお，要旨集の事前送付は行いません。学会当
日に会場にて配布いたします。

年会当日の受付：7号館1階入口付近で8時15分から
開始します。

口頭発表について：
・ 口頭発表時間は，招待講演・基調講演を除き，
討論を含めて15分です。発表を12分以内で
終了し，少なくとも3分の討論時間を確保す
るよう努めて下さい。10分で第1鈴，12分で
第2鈴，15分で講演終了の第3鈴が鳴ります。
招待講演・基調講演の時間は20分，25分，30
分の場合がありますので，プログラムでご確
認ください。討論等の時間配分についてはセッ
ションコンビーナーにお問い合わせください。
・ 口頭発表には各会場で液晶プロジェクター

1台のみを使用できます。また，会場には共
用PC （OS: Windows7, PowerPoint2010） を
一台用意しますので，発表前に各自発表用の
ファイルを共用PCのデスクトップにコピー
しておいてください。スムーズな発表者の交
替ができるように，発表されるセッション前
の休憩時間に一度動作確認をしていただくこ
とをお勧めします。また，どうしても自分の
PCを使って発表したい方は，必ず事前に動
作確認をしておいてください。

ポスター発表について：
・ ポスターを掲示するパネルはA0縦長サイズ



̶ 3̶

（縦119 cm×横 84 cm） が貼れる大きさです。
パネルには予めポスターの発表番号が示して
ありますので，各自の発表番号をプログラム
等で確認して掲示して下さい。掲示に使用す
る画鋲・テープなどは年会事務局で用意いた
します。
・ ポスターセッションは初日，2日目，3日目に
開催され，ポスター発表のコアタイムは同じ
セッションの口頭発表が行われる日の13時
から14時30分（1時間30分）です。詳しく
はプログラムをご覧ください。
・ ポスターは学会期間中終日掲示可能です。各
自のポスターはコアタイムまでには必ず掲示
し，コアタイムには発表者はポスター前に
立って説明してください。ポスターは最終日
の15時30分までには必ず撤去してください。
それ以降も掲示してあるポスターは年会事務
局が撤去・廃棄しますので，ご協力をお願い
いたします。

参加当日申込：事前の参加申込をされなかった方は，
年会当日に参加登録をしていただきます。お支
払いは現金のみとなります。領収書を必要とす
る場合は，年会当日に受付に申し出ください。

参加登録費（講演要旨集1部を含む）：
一般会員 学生会員 会員外 

一般
会員外 
学生

事前参加登録 5,000円 2,000円 6,000円 3,000円

当日参加登録 7,000円 3,000円 8,000円 4,000円

*  なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の
会員を指します。当日受付で入会申込された
方も会員扱とします。学部生は無料（但し要
旨集なし）ですが，必ず受付で参加登録をし
て，名札を受け取って下さい。

追加の講演要旨集：当日手渡し3,000円／部。後日郵
送3,500円／部。

クロークサービス：学会期間中のお荷物の預かりは，
7号館1階106B・C室前にて行っております。
担当者がいない場合には，年会本部7号館1階
107号室（管理室）にお越しください。

ミーティングルーム：学会期間中，7号館1階105A・
B室をフリーユースのミーティングルームとし
てお使いいただけます。予約等はいりません
が，節度あるご使用をお願いいたします。

託児サービス：学会期間中に託児サービスの利用を希

望される方は年会事務局にお早めにご相談くだ
さい。

会期中の学内の食堂，カフェ，購買部の営業時間：年
会会場の近隣に食堂，カフェ，購買部などがあ
り，会期中も営業しております。是非，ご利用
ください。キャンパス案内図（S8）参照。
第一食堂（れんが館）： 10 : 00～14 : 00
大学会館内
　1階　購買（お弁当，飲料等）書籍部： 
 10 : 30～16 : 00，
　　　  旅行カウンター： 11 : 00～16 : 00
　2階　シュルシュ（生協食堂）： 
 11 : 00～13 : 30
　3階　Porty（レストラン）： 11 : 30～13 : 30
 （ラストオーダー）
中央図書館
　1階 shoca.（カフェ）： 11 : 30～15 : 30

〇年会会期中のイベント
併設展示：会期中，下記の関連機器メーカー他による

展示会を7号館1階の102A号室にて開催しま
す。また，16日と17日の昼休みにはF会場に
おいて，企業主催のランチョンセミナーが開催
されます。後述の年会関連イベントをご参照く
ださい。奮ってご参加ください。

展示参加企業（順不同）：三洋貿易株式会社科学機器
事業部，安井器械株式会社，ジャスコインタナ
ショナル株式会社，紀本電子工業（株），サーモ
フィッシャーサイエンティフィック株式会社，
SIサイエンス（株），イー・エス・アイ・ジャ
パン株式会社，株式会社エス・ティ・ジャパ
ン，アイリックス株式会社，株式会社バイテッ
ク，Nu Instruments Japan株式会社

夜間集会：9月16日（水）18 : 15～20 : 00　C会場
終了後，横浜駅まで臨時バスを運行する予定で
す（運賃200円，現金のみ）。安心してご参加
ください。

―学会新企画―　地球化学メンター懇親会：
日時： 9月17日（木）　昼休憩時間 

 （12 : 00～13 : 00）
会場： 休憩室A （教育人間科学部講義棟7号館

105C室）
備考： 弁当持参可
世代間交流の場として地球化学メンター懇親
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会を開催いたします。ご年配の方々は若手に
メンターとしてご助言を，若手の方々はメン
ターに研究上の様々な相談をしてみましょ
う。どうぞ，お気軽にお立ち寄りください。

総会：9月17日（木）14 : 30～15 : 30　G会場
特別集会（TF活動報告）：

9月17日（木）15 : 30～16 : 00　G会場
受賞講演会：9月17日（木）16 : 00～18 : 15　G会場

2015年度の各賞の受賞者
日本地球化学会賞
高橋 嘉夫会員「XAFS法などによる化学種解
析に基づく環境地球化学的研究」

日本地球化学会奨励賞
服部 祥平会員「硫化カルボニルの硫黄同位体
情報を用いた成層圏硫酸エアロゾルの生
成過程に関する研究」

藤谷 渉会員「始原的微惑星の集積時期の決定」
癸生 川陽子会員「太陽系小天体における有機
物の形成と進化過程の研究」

板井 啓明会員「ヒ素などの有害元素の環境中
での挙動に関する研究」

懇親会：9月17日（木）18 : 30～20 : 30　第一食堂
懇親会後は横浜駅までの移動手段として無料バ
スを運行いたします。
事前参加予約5,000円（学生2,500円），当日参
加申し込みは7,000円（学生4,000円）

閉会式：9月18日（金）16 : 30～17 : 00　C会場
学生発表賞の表彰式等を行います。是非，ご参
集ください。

〇年会関連イベントのご案内
第10回日本地球化学会ショートコース
主催：日本地球化学会
日時：9月15日（火）9時30分から17時30分
場所： 横浜国立大学教育人間科学部講義棟7号館

301室　F会場

ランチョンセミナー
年会1日目
　『 Extending the boundaries of 10 kV isotope 

ratio MS
　　 10 kV安定同位体比質量分析計の限界を超え

て―MAT25xシリーズの最新後継機253 Plus』
主催： サーモフィッシャーサイエンティフィック

株式会社
日時： 9月16日（水）　12時から13時
場所： 横浜国立大学教育人間科学部講義棟7号館

301室　F会場
年会2日目
　 『軽元素安定同位体比分析が変わる！！新製品

visIONのご紹介』
主催：ジャスコインタナショナル株式会社
日時：9月17日（水）　12時から13時
場所： 横浜国立大学教育人間科学部講義棟7号館

301室　F会場

地球化学若手シンポジウム2015
主催：日本地球化学若手会
日時：9月18日　年会終了後～9月20日（日）
場所：八王子セミナーハウス　（東京都）

日本地球化学会　市民講演会 
「宇宙・海洋・生命―地球化学が読み解く生命誕生の
謎―」
日本地球化学会は第62回年会の開催に合わせ，本

市民講演会を企画いたします。今年度は，生命の起源
という人類に残された最大の謎は，どこまで解き明か
されているのか。宇宙・海洋・生命科学から謎にアプ
ローチする3人の研究者による講演を聞き，地球化学
により生命の起源を解き明かす道筋を探ります。会員
の皆さまもぜひご参加ください。
主催：日本地球化学会
共催：国立大学法人横浜国立大学
後援： （公財）横浜観光コンベンション・ビューロー
日時：2015年9月19日（土）13 : 00～16 : 00
会場： 情報文化センター6階情文ホール（みなと

みらい線「日本大通り駅」3番出口徒歩0分）
会場へのアクセス方法は，下記の地図ある
いは以下のホームページをご覧ください。
http://www.idec.or.jp/shisetsu/jouhou/ 
access.php

対象：中高生，大学生，学校教員，一般の方
参加費：無料
定員： 150名　*事前申し込みがなくてもご参加

いただけますが，できるだけ事前参加登録
をお願いいたします。
また，定員となった場合には，事前参加登
録の方を優先いたします。
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参加登 録URL：https://reas2.code.ouj.ac.jp/
reas/q/39937
（なお，年会HP市民講演会からもリンク
しております）

情報文化センター　アクセスマップ

プログラム
I.　講演
1． 宇宙に生命のもとを探す 
―太陽系大航海時代に「はやぶさ2」が見る夢―

橘　省吾　氏［ 北海道大学大学院理学研究院自然史科学
部門地球惑星システム科学分野准教授］

生命の誕生に必要とされる有機物の起源について，
隕石や彗星によってもたらされたという説が注目さ
れている。2014年には欧州宇宙局の彗星探査機ロ
ゼッタが彗星に初着陸し，彗星中の有機物のその場
観測をめざす一方，JAXAは有機物を含むとみられる
小惑星に向けて「はやぶさ2」を打ち上げるなど，地
球外有機物研究のさらなる進展が期待できる時代が
やってくる。本講演では，「はやぶさ2」計画サンプ
ル初期分析担当の橘氏が，これらの計画を中心に地球
外有機物と地球生命の起源の関連について解説する。

2． こんな高温でも微生物があふれている―生命の起
源を探る海底熱水系調査―

高井　研　氏［ 海洋研究開発機構深海・地殻内生物圏
研究分野分野長］

地球生命の誕生の場としては，深海底の熱水噴出
孔付近が有力な候補である。高井氏は，高温・高圧
の海底熱水系において，122℃でも生息できる微生
物を発見したほか，世界中の様々な海底熱水系環境
における化学合成細菌・古細菌の研究をすすめてお
り，この分野において世界をリードしている。これ
らの知見をもとに，海と生命誕生との関わりについ
てわかりやすく解説する。

3．火星に生命はいるか―世界が競う火星探査―
山岸　明彦　氏［ 東京薬科大学生命科学部分子生命科

学科教授］
地球外に生命はいるだろうか。現在，太陽系内で
も複数の惑星・衛星が生命を宿す天体の候補として
注目されているが，その最右翼はやはり隣の火星で
あろう。米国宇宙航空局は，探査ローバー「キュリ
オシティ」により火星の有機物探査を行っており，
欧州航空局は火星探査機「エクソマーズ」を2016
年に打ち上げる予定である。我が国においても
2020年代に火星探査を行う計画が議論されている。
その中心的な研究者である山岸氏が，火星に生命が
いる可能性とその探査法について解説する。

II.　 パネルディスカッション「地球化学から生命の
起源を解き明かすことができるか」

第 I部でご講演いただいた橘省吾，高井研，山岸明
彦の各氏をパネリストに迎え，「地球化学から生命の
起源を解き明かすことができるか」という表題につい
て，コーディネータの横浜国立大学の小林憲正氏と共
にこれまでの地球化学と生命とのつながりと生命探査
の可能性及び今後の方向性について熱く議論する。

詳細は年会ウェブページをご覧ください。
http://geochem.jp/conf/2015/public.html

学会からのお知らせ
●地球化学若手シンポジウム2015のご案内
日本地球化学若手シンポジウムは，地球化学に関連
した研究に携わる若手研究者による研究集会です。本
シンポジウムでは若手研究者が専門分野を超えて活発
に議論を行い，広い研究視野を養うとともに，各大
学・研究機関の研究者と交流を深めることを目的とし
て開催しております。前進である地球化学若手会から
数えて，今年で37回目の開催になります。
今年の若手会は「質問しよう」を全体のテーマとし
て企画を行っています。すべての研究は疑問から始ま
ります。何事に対しても疑問を持ち，的確にアウト
プットする「質問力」は，これから研究をしていく若
手研究者が身につけるべき力であると言えます。そこ
で今年の若手会では，講師のご講演に対する質問を考
えるグループワークや，参加者有志による発表におい
て通常よりも長い質疑応答時間を設定するなど，参加
者の皆様に質問を考えていただく場を多く設けており
ます。本シンポジウムが，参加者の皆様が積極的に質
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問することに意識を向け，質問力を鍛えられる場にな
ればと思っております。
さらに特別講演として，論文作成の指南書を出版し
ていらっしゃる先生をお招きして，若手研究者向けの
論文書き方講座を行っていただく予定です。最終日に
は，ジャスコインタナショナル株式会社にご協力いた
だき，地球化学に関連する様々な分析装置を見学・体
験できるラボツアーを企画しています。
盛り沢山な内容となっておりますが，参加者の皆様
が楽しめてかつ有意義なシンポジウムを開催したく運
営委員一同で計画を練って参りますので，どうぞよろ
しくお願い致します。遠方援助や当日のスケジュール
など，詳細な情報はHPをご覧ください。お問い合わ
せは下記連絡先までお願い致します。

石野咲子（東工大），青山慎之介（東工大）， 
渡辺勇輔（東大）神林翔太（富山大）， 
滝沢侑子（北大），服部祥平（東工大）

【開催概要】
日時：9月18日（金）～9月20日（日）
会場：八王子セミナーハウス
参加費：
  学生：1万円 （宿泊・食事代込）
  PD以上：1万5000円（宿泊・食事代込）
プログラム：

1．招待講演
・高橋嘉夫先生（東京大学）
講演名： Geo-Chemistry or Chemical Geo-

science：分子地球化学への誘い
・酒井聡樹先生（東北大学）
講演名：これから論文を書く若者のために

2．グループワーク：質問してみよう
3．参加者による口頭またはポスター発表
4．懇親会
5． ジャスコインタナショナル株式会社における
ラボツアー

お問い合わせ：
地球化学若手シンポジウム2015運営委員
Mail: geochemwakate2015@gmail.com
HP:  https://sites.google.com/site/geochem2015 

wakate/home

●日本地球惑星科学連合2015年大会報告
日本地球惑星科学連合大会は，地球科学，惑星科学，

宇宙科学に関連する日本最大の学術会議で，1990年か
ら開催されています。今年の連合大会は，5月24日か
ら28日までの5日間，千葉県の幕張メッセで開催され
ました。例年同様の時期の開催で，セッション数は189，
全投稿件数は約4037件と昨年よりセッション数で4件
減少したものの，発表数は231件増加で実施されまし
た。ただし，全参加者数はのべ6689名と昨年より350名
ほど少ない数でした。例年通り，複数の地球化学関連の
セッションの開催に加え，夜間集会で大型研究計画に関
する日本地球化学会の取り組みの紹介なども行われ，
活発な議論が行われました。また，日本地球惑星科学
連合では国際化を進めていることから，国際セッション
（口頭発表ならびにポスター発表の言語を英語とする）
の数も多くなっており，59のセッションが国際セッショ
ンとして開かれていました。国際化に向けて2017年
にはAGUとの共同開催を計画しています。その一環と
して今年の連合大会では，“Geoscience Ahead”セッ
ションでは，AOGS, AGU, EGUの会長の講演が行わ
れ，各国際学会のこれまでの取り組みや今後の展開な
どについての紹介がありました。我が国における地球
惑星科学分野の将来展望を考える上で貴重なセッショ
ンであり広く人を集めるセッションとなっていました。
日本地球化学会の学協会ブースでは，評議員と広報
委員の方々にお手伝いいただき，学会員の勧誘，ノベ
ルティやパンフレットの配布，機関誌である地球化学
の格安販売やGeochemical Journal収録CDサンプル
の無料配布，地球化学若手会や日本地球化学会2015
年会，ショートコース等の研究集会の案内を行いまし
た。また，学会員が著者となっている書籍の販売も行
い，これらは最大25％引き割引価格や付録付きで販
売されました。東京大学出版会の著書に関しては，同
社ブースと連携して販売を行った。
日本地球惑星連合大会の投稿数，参加者数は毎年
右肩上がりに増加しています。この事実は，この大会
に対する日本地球惑星関連学会の会員の関心の高まり
を表しています。来年は再び場所を幕張メッセにて，
2016年5月22日（日）から5月26日（木）までの5日
間での開催が決まっております。日本地球惑星連合大
会は専門が異なる分野の研究者と交流や接点を作る絶
好の機会でありますので，是非とも来年も多くの日本
地球化学会会員の皆様の積極的な参加をお待ちしてお
ります。
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下記に今回，日本地球化学会ブースで販売した会員
書籍のリストを示します。

編著者： 中島映至・大原利眞・植松光夫・恩田裕一（編）
著書名： 原発事故環境汚染―福島第一原発事故の地球

科学的側面
出版社：東京大学出版会

編著者：川幡穂高（訳）・Broecker（著）
著書名：気候変動はなぜ起こるのか
出版社：講談社

編著者：蒲生俊敬（編著）
著書名：海洋地球化学
出版社：講談社

編著者： 琉球大学理学部「琉球列島の自然講座」編集
委員会（編）

著書名： 琉球列島の自然講座　サンゴ礁・島の生き物
たち・自然環境

出版社：ボーダーインク社

編著者： 臼井朗・高橋嘉夫・伊藤孝・丸山明彦・鈴木
勝彦（著）

著書名：海底マンガン鉱床の地球科学
出版社：東京大学出版会

編著者：臼井朗（著）
著書名：海底鉱物資源
出版社：オーム社

編著者：川幡穂高（著）
著書名：地球表層環境の進化
出版社：東京大学出版会

（広報委員会　JpGU担当　平野直人， 
広報担当幹事　原田尚美）

●Geochemical Journalの最近の動向
IF （Impact factor） とは，ある雑誌の発行論文がど
の位引用されたのかを示す数字で，この値が大きいほ
ど掲載された一つの論文あたりの引用率が高いという
ことになります。Geochemical Journal （GJ） ついて
見てみると，2012年 （1～12月） と2013年 （1～12
月）に出版された論文について，総引用数を出版され
た総論文数で除したものが，2014年の IFとなりま
す。IFは，もともと雑誌の影響力を判断するために
導入されたものです。そこで，IFが高い雑誌に掲載
された論文だからといって，すべての論文の引用率が
高いわけではないので，注意が必要です。皆様も忙し
い毎日をお過ごしのことと思います。1年間に読める
論文数には自ずと限界があることが容易に想像されま
す。その数は年間200本程度との欧米で採られた統計
があります。「時間の制約のある暮らしの中で有益な
情報を得たい」という趣旨から，高い IF雑誌を重宝
する理由がここにあります。GJの IFは1.5 （2014
年），1.9 （2013年） なので，日本の学会が出版する国
際誌の中で比較的高い評価を得ていることがわかりま
す。掲載論文1本あたり，それぞれ年間1.5, 1.9回引
用されたということになります。さらに，引用した雑
誌について見るとGJ以外の雑誌の論文で引用された
分が95％となっています。このことから，主に海外
の国際誌でGJに掲載された論文が引用されたことが
わかります。このことは，GJではあまり引用されな
かったということも意味しています。通常は同じ雑誌
内での引用が高くなる傾向があります。GJで掲載さ
れた論文を読み，その成果を参考に皆様の研究が発展
し，GJに論文を発表していただければ，GJはさらに
影響力のある雑誌に発展すると期待されます。
データ：GJの2014年の IFは1.505, GJ以外の雑誌
に引用されたものが96％。2013年のそれぞれの値は
1.942, 95％でした。

Year Journal impact  
factor

Impact factor  
without journal self cites

2014 1.505 1.441
2013 1.942 1.854
2012 0.758 0.737
2011 0.711 0.680
2010 0.802 0.709



̶ 8̶

「図説　日本の湖」
 （森　和紀，佐藤芳徳著，朝倉書店，2015年3月発
行，176ページ，￥4,300＋税）

朝倉書店の図説シリーズ，日本の「山」，「河川」，
「海岸」，「植生」，「樹木」，「土壌」に続く，第7作
「湖」という位置付けである。著者らは，本書により
「大地の鏡，小宇宙としての“湖”の実像が視覚的に
浮かびあがる」ことを期待している。二部構成となっ
ており，巻末には172湖沼の位置と湖盆形態が付表と
してまとめられている。
第 I部「湖の科学」が陸水学のガイドブックとして
の役割を果たしている。第1章「湖の世界」において
は，マイクロコズムとして捉えた閉鎖系水域，水循環
との関わりを意識した流域，地球環境変化のセンサー
としての機能といったように，湖沼学の研究対象がど
のように変遷したかが解説されている。田中阿歌麿子
爵（1869～1944）の山中湖における水温観測と測深
に始まり，吉村信吉博士（1907～1947）の大著『湖
沼学』出版に至る日本の陸水学の黎明と，琵琶湖の湖
底堆積物を利用した300万年にわたる古環境の復元や
トリチウムをトレーサーに利用した湖水滞留時間の解
明といった，その後の展開が整理されている。第2章
「湖の自然」では，湖盆の成因，水収支，湖流，湖水

と堆積物の物理化学性，湖沼型といった湖沼学の基礎
事項が簡潔に解説されており，第 II部を読み進める
上でも役に立つ。
第 II部「日本の湖沼環境」は湖沼カタログである。
北海道，東北，関東，甲信越・東海・北陸，近畿・中
国・四国，九州の6章立てで，全部で38の湖沼・湖
沼群の形・成因・性質といった自然科学的側面を概説
し，あわせて関連する文化を紹介している。水文学的
に重要な湖沼は，面積や最大水深が小さくても取り上
げられている。各々については，“諏訪湖̶御御渡り
の記録から過去の気候変動が復元”，“富士五湖̶「富
士山：信仰の対象と芸術の源泉」の一部としての世界
遺産”といった紹介がなされていて楽しい。地質年代
の世界標準となった年縞で知られる水月湖を含む部分
循環湖の三方五湖には“湖沼環境の多様性と特異性で
世界的に注目”という見出しが与えられている。見開
きの左ページに文章による湖の説明が，右ページに地
勢図，湖盆図，写真とともに水温・pH・DOの鉛直
プロファイルがまとめて掲載されており，読者に親切
な構成である。4色刷りの写真に親しみを覚えるの
は，そのほとんどが研究者による撮影であるためであ
ろうか。
湖沼カタログから一つを選んで見開きページを一
読，次いでグーグルアースで俯瞰してから，ストリー
トビューでアプローチする。ちょっとした巡検気分で
ある。水文学，陸水学，自然地理学はもちろん，地球
化学の研究者や研究室にとっても重宝する1册となろ
う。

 （日本大学　上田眞吾）

書　評
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ニュースへ記事やご意見をお寄せください

地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，
電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は2015年
12月頃を予定しています。ニュース原稿は11月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，
ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会広報幹事・ニュース担当）

原田尚美
〒237‒0061　神奈川県横須賀市夏島町2‒15
海洋研究開発機構（JAMSTEC）
地球環境変動領域
Tel: 046‒867‒9504; Fax: 046‒867‒9455
E-mail: news-hp@geochem.jp

薮田ひかる
〒560‒0043　大阪府豊中市待兼山町1‒1
大阪大学大学院理学研究科
宇宙地球科学専攻
Tel: 06‒6850‒5497; Fax: 06‒6850‒5480
E-mail: news-hp@geochem.jp
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